
 

次期総合計画「長期ビジョン」における８＋１の政策分野の考え方と政策体系について 
 

 

次期総合計画「長期ビジョン」において、「岩手の幸福に関する指標」研究会から示された「主観的幸福感に関連する 12の領域」を基に、「ひと」に着目して、以下の８＋１の政策分野を設定し、各該当分野に

基づき政策体系を構築する。 
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仕事・収入 

歴史・文化 

自然環境 

社会基盤 

【考え方】幸福を考える上で個人にとって重要な要素である「健康」と、健康づくりにおいても大切な「余暇」の組み合わせ  
・子どもから高齢者まで、病気や障がいの有無に関わらず、こころと体の健康を守り高めていくための体制・環境づくりや各種施策 等 
・余暇をいきいきと過ごすための時間づくりに向けた取組や、健康づくりや文化・スポーツ活動、学びなど、多様な余暇の過ごし方を可能に
するための環境づくりや各種施策 等 

【考え方】社会の最小単位のつながりである「家族」と、その中での重要な活動となる「子育て」の組み合わせ 
 
・結婚から出産、子育てに希望を持ち、家族が共につながり、支え合うことができるようにするための環境づくりや各種施策 等 
・子どもが家庭や社会の中でいきいきと学び、育つことができるようにするための環境づくりや各種施策 等 

【考え方】岩手の将来を担う子どもの「教育」を充実させ、また、地域社会の様々な分野を担う人づくりが行われるイメージ 
 
・子どもが心豊かに学び、生きる力を高めていくことができるようにするための教育（主に学校教育）の各種施策 等 
・いわての地域社会や産業、国際交流、スポーツなどを担う人づくりのための各種施策 等 

【考え方】住まいや周囲のまちづくりなどの「居住環境」と、多様な主体が連携して形成される「コミュニティ」の組み合わせ 
 
・快適に住み、暮らすための住環境の整備や、リノベーション、まちづくり、広域的な交通基盤の維持・確保と利用促進の取組 等 
・多様な主体がつながるいきいきとした地域コミュニティづくりに向けた移住定住、多文化共生などの各種施策 等 

【考え方】災害への備えや犯罪の防止などによって「安全」が確保され、安心して暮らせる社会がしっかりと守られるイメージ 
 
・暮らしの安全・安心を実感できるようにするための防災・減災の取組や、防犯、交通事故防止、食の安全の確保、消費生活、鳥インフルエ
ンザ対策、感染症（パンデミックにつながるようなエボラ出血熱や新型インフルエンザ等）予防の取組 等 

【考え方】能力や技を生かせる「仕事」と、生活を営む上で不可欠な経済基盤としての「収入」の表裏一体のものとしての組み合わせ 
 
・魅力ある仕事に就き、安心していきいきと働き、それによって仕事に見合った収入を得ることができるようにするためのものづくりをはじ
めとした各種産業、観光、農林水産業の振興策や、雇用・労働対策、働き方改革に向けた各種施策 等 

【考え方】岩手への誇りを育む上での背景となる「歴史・文化」がそれぞれの地域において守り継承されていくイメージ 
 
・地域の歴史や伝統文化に触れ、学び、引き継いでいくことなどを通じて、岩手や各地域への誇りを持てるようにするための文化財や郷土芸
能の保存など伝統文化を守り継承する取組、世界遺産の普及と新規登録に向けた各種施策 等 

【考え方】岩手の恵まれた「自然環境」の豊かさを将来にわたって守り、生かしていくイメージ 
 
・自然環境と共生し、将来にわたって享受できるようにするための良好な環境の保全や自然との共生に向けた各種取組、地球温暖化対策、再
生可能エネルギーの導入促進に向けた各種施策 等 
 

【考え方】幸福の要素を踏まえた上記８つのそれぞれの政策分野を下支えする共通的土台としての「社会基盤」のイメージ 
 
・様々な社会経済活動や教育・研究の土台となる情報通信技術の活用や科学の振興、産業や暮らしなどの社会経済活動を支える道路、港湾、
治山治水、海岸保全などの社会資本整備 等 

【該当分野のイメージ】 

健康、医療、介護、福祉、文化芸術、生涯スポーツ 

【該当分野のイメージ】 

結婚、出産、子育て、家庭教育、社会教育、健全育成、 

子ども支援（子どもの貧困等） 

【該当分野のイメージ】 

教育（主に学校教育）、人づくり（産業人材、国際人材及び

スポーツ人材を含む） 

【該当分野のイメージ】 

交通、協働・コミュニティ、移住定住、多文化共生、リノベ

ーション、都市計画、地域づくり、住環境の再建 

【該当分野のイメージ】 

防災・減災、予防（鳥インフルエンザ、感染症対策等）、 

防犯、安全・安心 

【該当分野のイメージ】 

農林水産業、ものづくり、地域産業（観光産業を含む）、 

企業誘致、物流・輸出、起業、雇用、事業再建・再生 

【該当分野のイメージ】 

伝統文化、世界遺産 

（関連した観光・ツーリズム、国際交流を含む） 

【該当分野のイメージ】 

環境、エネルギー 

【該当分野のイメージ】 

科学、情報、社会資本（道路や港湾、治山治水、海岸保全等） 

女 性 若 者 高齢者 障がい者 関係団体・NPO等 
女性や若者、高齢者、障がい者、また、関係団体やＮＰＯなどの多様な主体が、８＋１の政策分野

それぞれにどのように関わっていくかについて計画で明らかにする。 

資料２－２ 


